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研究成果の概要（和文）：「辺境と異境」という視点からロシア文化の研究を行った。具体的に

は、第一に、極東、サハリンなどの辺境と中央（モスクワ、ヨーロッパ・ロシア）との文化的

相互作用を研究した。第二に、中国・日本やヨーロッパにおける亡命ロシア社会の文化活動に

ついて、文学、美術、宗教など多岐にわたる分野で、その特徴を調査研究した。非中心といえ

る「辺境と異境」を視点とすることによって、ロシア文化を包括的に捉えることができた。 
 
研究成果の概要（英文）：We have studied Russian culture by researching marginal and overseas regions. 
Specifically we have first investigated cultural interaction between marginal regions like Sakhalin and 
Moscow, the center of Russian culture. Secondly we have studied the unique characteristics of cultural 
activities of emigrant Russian communities in China, Japan and Europe in various fields like literature, 
art and religion. We have achieved a comprehensive understanding of Russian culture through our study 
of marginal and overseas regions. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)現代社会ではグローバル化の進展に伴い、
他国や他民族との接触が著しく増加し、異文
化との接触によるナショナルな文化の変貌、
国や民族のアイデンティティと文化の関係
の質的変化が生じている。文化研究に、この
状況に適した視点、方法が求められている。 
 
(2)ロシアは近代におけるロシア帝国の拡張
と、20 世紀におけるソ連邦形成の歴史によっ

て、周辺の地域や諸民族と複雑で多層的な関
係を結んできた。ロシア文化にはその多大な
影響が見られる。ソ連崩壊後、旧ソ連圏に政
治・社会的激変が生じたため、この問題は現
代でも注目される。特に周辺の様々な国・地
域や民族と隣接する辺境地域の文化状況の
研究は今日的課題である。 
 
(3)1917 年のロシア革命とそれに続いた内戦、
そして 1960 年代以降のソ連情勢は、多数の
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亡命者を生み出し、国外でも独自のロシア文
化が成立・発展した。20 世紀のロシア文化の
大きな特徴となった亡命ロシア文化につい
て、21 世紀の今日、新しい歴史的状況からそ
の意義を見直すことが可能となった。この分
野では、ソ連崩壊後に利用可能となった新資
料も利用して、世界的に急速に研究が進んで
いるので、日本独自の研究やロシア内外の研
究者との共同研究を進める必要が痛感され
る。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、ロシア文化と異文化の接触、
それがロシア文化にとって持つ意味につい
て、文化的にもロシアの「中心」である首都
モスクワやヨーロッパ・ロシアではなく、辺
境地域および異境（国外）の事象を調査研究
して考察する。従来、文化研究では中心的地
域で見られる現象が重視されてきたが、本研
究では、辺境と異境での異文化接触が直接的
かつ多様であることに着目し、「非中心」と
いうカテゴリーを導入してロシア文化研究
を行う。 
 
(2) ロシアは歴史的に、地続きの周辺に領土
を拡大して、その過程でたえず新たな辺境を
生み出してきた。中央から遠く離れた辺境で
は、他の国や民族との直接的な接触が行われ
た。特に文化面において、ロシアと「他者」
の接触はどのような結果を生み出したかを、
地域や時代ごとに検証する。 
 
(3)亡命ロシア文化について、その成立と存
続の状況を地域別に調査する。さらに、それ
らの状況が個々の作品や作家たちの意識に
どのように現れているかを明らかにする。そ
れに基づいて、ソ連文化との比較において、
亡命文化のロシア的特徴と独自性はいかな
るものかを検証することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1)ロシアの辺境における文化接触について
は、まず日露間で国境が数回移動した特異な
歴史を持つサハリンと、環日本海圏に位置し
て日本とも深い関係を持つ極東に重点を置
き、両地域のロシア文化について調査研究す
る。その複雑な歴史と、隣接する中国・日本
などとの関係が同地域の文化にどのように
影響したかを、文学・美術・建築・宗教など
複数の分野で明らかにする。また旧ソ連の連
邦構成共和国であったウクライナ・ベラルー
シ両国も、ロシアに対する｢辺境｣として位置
づけ、｢中心｣との文化的関係の特徴を、他地
域との比較において探求する。 
 
(2) 亡命ロシア文化は、ソ連文化と並んで、
20 世紀ロシア文化の重大な構成要素であっ

た。その具体的な在り方を地域ごとに検証す
ると同時に、地域間でどのような結びつきが
あったかも調査する。研究参加者が専門とす
る領域・作家等の個別研究も進め、それを基
に亡命文化成立の状況、その存続と発展を可
能にした条件について総合的に考察する。 
 
(3)現代における世界情勢の変化も影響して、
亡命や越境の社会的・文化的意味づけが大き
く変化してきており、ロシア亡命文化・亡命
文学についても、20 世紀末からロシアの国内
外で研究が大いに進展している。ロシアと欧
米だけでなく、アジア（中国、日本など）で
の研究も盛んになって、東方の在外ロシア文
化も注目されるようになったことが近年の
顕著な特徴である。日本での長年の研究の蓄
積を生かして、国際的な研究交流を積極的に
行いつつ、本研究を進めることとする。 
 
４．研究成果 
(1)世界は今、多方面で確実にボーダーレス
化が進む一方、様々な意味でのボーダーにつ
いて、たえず強く意識させられる状況にある。
国境を含む広義のボーダーと文化の関係、そ
れが国や民族、そして個人のアイデンティテ
ィに及ぼす影響について、本研究では、国境
が移動する歴史をたどってきたロシアを事
例として、辺境・異境に視点を置く独自の文
化論構築の試みを行った。辺境と異境を括る
｢非中心｣というカテゴリーの導入は、ロシア
と｢他者｣(他国、他民族、異文化)との関係の
複雑な諸相を、マージナルな視点から検証す
るのに有効であることを示した。 
 
(2)ロシア辺境の中では、まず日本との結び
つきが強いサハリンと極東地域について、歴
史・文学・建築・美術・宗教などの多領域で、
研究参加ｓｙの専門を生かして現地調査と
文献研究を行った。ベラルーシ、ウクライナ、
ロシアの諸地方についても同様の方法で研
究を行い、辺境の文化におけるロシア的特徴
とその地域の固有性について考察した。 
 
(3) 亡命文化・亡命文学研究においては、ロ
シア革命直後の第一次亡命の「古い世代」、
「若い世代」、そして 1970 年代以降の「第三
の波」に属する人々について研究を行った。
またベルリン、プラハ、パリを中心とするヨ
ーロッパの亡命文化のみならず、在外ロシア
の｢東の枝｣と呼ばれる極東の亡命者社会を
も視野に入れて現地調査や文献研究を行っ
た。20 世紀全体にわたり、従来より広範な地
域と分野を扱い、亡命ロシア文化研究の対象
を広げることができた。 
 
(4)亡命ロシア文化・文学研究は、20 世紀末
から世界中で盛んに行われるようになって



 

 

いる。ロシア文化研究の長い伝統を持つ日本
でも、研究者の増加や研究分野の拡大が明ら
かに見られる。世界ではロシア国内と中国で
の研究が、年を追うごとに盛んになっている。
本研究が4年間に発行した 4冊の研究報告集
には、ロシアの様々な地域や中国の研究者の
論文 15 本が含まれる。毎年度の研究会にも
多くの外国人ゲストが参加して、日本の研究
者と共に研究報告と活発な質疑応答を行っ
た。日本の研究者の研究成果を広く紹介し、
それと同時に同一テーマでの共同研究を行
うことができた。また研究代表者・研究分担
者は、研究期間中積極的にヨーロッパや中国
での現地調査、研究交流を行った。これらを
通じて、今後の亡命ロシア文化研究に大いに
役立つ研究者ネットワークを作ることがで
きた。特にヨーロッパで展開した亡命ロシア
文学に関して緻密な研究成果を数多く発表
したこと、そして｢在外ロシアの東の枝｣と呼
ばれるアジアの亡命ロシア文化に関して共
同研究の基礎を築いたことが、本研究の具体
的成果として挙げられる。 
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